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西蔵大蔵経二写本 を中心 とした漢 ・蔵訳間の異同について

五 島 清 隆

筆者は四年前に 『梵天所問経』のチベット訳校訂テキス トを私家版の形で公表

したが1), その際, 使用 した一写本大蔵経 (K) が, 他の北京版を初めとす る五

版 と大き く食い違 う箇所で, しばしば漢訳とよく一致することに気が付いた。そ

の後, トク ・パレスの写本大蔵経 (T)2)がKに 近いことを知 り, 改めて, K・

T両 写本 と五版本及び漢訳との関係を調べてみた。 その結果, 次の三点が明らか

となった。

(1) とりわけ偶頗の部分において, 他の五種の版本の読みでは意、味が取れない箇

所で, KとTが 一致する場合は, 殆どと言 ってよいほど漢訳によって支持される

こと。

(2) その他の部分においてもKとTは ほぼ一致 し, 共通の源から派生した同系

統のものであるらしいこと。

(3) 以上のことから, K・Tの 元 となった写本は, 北京版等の現存する五種の

版本やそれらの底本 となったものとは別系統の, しかもより古いものと推定され

ること。

まず (1) にっいて, 以下に具体例をい くつか挙げてみよう3)。

1 P 24 a 1 KT mis byin (=naradatta) darn CDHNP mes byin (=agnidatta) darn

Ch 1, 2 Omitted Ch 3人 徳

2 P 26 b 1 KT yan dag par rdsogs pa'i sans rgyas kyi 'od zer 'di lta bus rab 

 to snare bar bgyid pa'i sku (CDHNP mthu)

Ch 1如 如来身魏魏具足 Ch 2如 是光明之身 Ch 3如 来 如是光明之身

3* P 28 b 5 KT sin to rnam dag bsam pa scion mdsad pa//(CDHNP mason) Ch

1 来今往古降伏志性Ch 2, 3以 大悲本願

4* P 28 b 7-8 KT 'di ni (T na) byan chub sems dpa' skyon med gan//dam pa' i 

chos sruns chos mchog 'dsin pa rnams//de dag......

P 'di na byan chub sems dpa' skyo med gan//dam pa'i chos srun......

CDHN 'di ni byan chub sems dpa' skyon med gran//dam pa' i chos gsuns......
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Ch 1其 有菩薩 心設患厭 将御擁護 干斯正法 此等……Ch 2, 3些 土諸菩薩 若能

守護法.....

5* P 29 a 1 KPT de ni zin. 'dir dam pa'i chos flid srun//(CDHN gsuns)

Ch 1則 当将護仏土之法 Ch 2, 3於 此土護法

6* P 29 a 2 KT bdag gis mrnon par dga' ba'i 'jig rten dais//de bzin tshe dpag 

med kyi bde can mchog//(CDHNP gal) (mchog-mthon?)

Ch 1吾 亦観見妙楽世界及復省察安楽仏土 Ch 2我 見喜楽国及見安楽国

Ch 3我 見安楽国無量寿仏国

7* P 29 a 7 KT thub pa gan gis sems bsam gan mkhyen pa//

CDHNP theg pa gan gi sems bsam gan mkhyen pa//

Ch 1能 仁悉了随志化治 Ch 2, 3仏 知其深心

8 P 34 b 6 KT bcom ldan 'das rnal 'byor spyod pa yan dag par tugs pa ni 

 chos gan la yan skye ba'am 'gag par mi mthon/(CDHNP pa'i) 

 na bhagavan yogacarah samyakpratipannah kasya cid dharmasyotpadam vd niro-

 dham vd karoti/(Prasannapada, BB IV p. 541, 11. 3-4.) 

9 P 35 b 5 KT de Win gsegs pas chos kyi dbyins ran bin gyis yons su dag pa 

 yons su mkhyen pa'i phyir ro//(Omitted in CDHNP)

 Ch 1 仏知諸法界本悉清浄 Ch 2 世尊知見法性性常浄故

 Ch 3 大 師世尊知見法性性常浄故

 10 P35b6 KT'jig rten na gah dag sbyin gnas lags/(CDHNP ji ltar)

 Ch 1何 謂世之衆祐 Ch 2誰 応 受供養 Ch 3誰 是世間応受供養

以上 の数 少ない例 か らも, 他 の版本が特 に偶 頗部分において混乱 をきた してい

る箇所 において, KとTは 正 しい読 みを保 持 し, そ れが漢訳に よって裏付 け られ

る ことがわかるであろ う。 同時 にKとTが きわめて よ く一致 す ることがわかるが,

この他に も, 誤 写 ・異読 ・脱落 にお いて もKとTは 非常 に高い率で一致 する。(2)

を確 認す ることを兼 ねて, そ の端 的な例 をい くつか挙 げてみ る。

1 P 23 b 1-2 KT arya vi se sa cin (K can) ti bra hma pa ri pri (K pra) ccha 

 CDHNP arya bra hma (P hma) vi (P va) se sa (C si) cin (C can, H ca, P cin) 

 ti (omitted in H) pa ri pr (P pri) ccha (CP ccha)

2 P24 a 2 16 正 士 (satpurusa) をCh 1, 2, 3は16名, CDHNPは17名, KTは18名

とす る。

3 P 28 a 2-3 KT 'di skad ces/skyes bu stobs dan Idan pa'i lag pa bskum 

 (K bskums) pa las smyan ba/smyan ba las bskum pa' i skad cig yud tsam than
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 cig de tsam gyis......

 CDHNP 'di lta ste/......lag pa bskum pa las brkyan ba' am (CH brkyan pa)/ 

 brkyani ba (C brkan pa) las......

4* P 29 a 6 CDHNP dge bsnen bge bsfien ma dan dge sloe dan//(KT pha dan)

5 P 30 a 1-2 CDHNP ii ltar na sbyin pa'i pha rol to phyin pa la ma bstan par 

 sbyin pa dan/de bin du ses rab kyi pha rol to phyin pa'i bar du ma bstan 

 par ses pa rnams lags/(Omitted in KT) 

6 P 31 b 4 CDHNP dge ba gan yin pa (CNP omit pa) tshol (HN 'tshol) 

 ba'i phyir to bdag spyoms pas ma yin pa dan/(KT bcoms) 

7 P 34 a 4 KT 'khor ba dan mya nan las 'das pa gnis su 'du ses pa (CDHNP 

 add las mya nan) las 'da' (D 'dan) bar ston to/

8 P 34 a 5 KT rnam par dag par mi 'gyur ro//(CDHNP byan bar)

次に (3) に つ いてであるが, この問題 はカ ンジュールの系統論 に関わるので, 当

該 テキス トか ら離 れて, 他 学者の見解を見てみたい。

チベ ッ ト大蔵経 カンジュールの系統 につい ては, ア イマーの詳 細な論 考4)が あ

るが, 彼 によれば, ギ ャンツェの dPa1 'khor chos sde 寺 よ りもた らされ たKは,

Them spahs ma ヵ ンジ ュール (Th), も し くは, そ の コピー と考 えられ る5)。 一

方, Tの 目録 を公刊 したスコル プスキー6)は, Tが 十 八世紀前半に ブー タンか ら

得 たカ ンジ ュール を もとに作成 され た もの であ り, 更 に, そ の 原本 は, Thの コ

ピー もしくは修正 を受 けた コピーである可能性 が高 い ことを示唆 して い る7)。 こ

のThは, い わ ゆ るナル タン古版 を もとに作成 され, そ の完成 は1431年 で あった

と伝 え られ ている8)。 つま り, KとTは, い ず れ も, ナ ル タ ン古版 を母体 とす る

Thの 系統 に属す る同系の写本 とい うことにな る。

この ように見 て くると, 筆 者の三 つの論点 は至極 当然 とい うことにな るが, ア

イマーやス コル プスキーは, 諸 写本版本間 の異読 や構成上の異 同, さ らに各写本

版本 に関す る文献 や伝承 を根拠 に して, カ ンジ ュールの系統 を推定 してお り9), 

漢訳 の資料 は使用 していない。 したが って, 筆 者の所論 は, 両 氏 の見解 を裏付 け

ると同時 に, KやTさ らにはThの 資料 的価値 を改 めて確認 した ことになるで あ

ろ う。つま り, カ ンジュール所載 のチベ ッ ト訳 テキス トを校訂す る際 には, これ

らの写本 カンジュールは欠かせない, とい うよ りむ しろ, 底 本 とすべきだ, と い

うことで ある10)。

最 後 に, ア イ マーの論文は, ヵ ンジュールの系統論上画期的な もので あるが, 
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『梵天所問経』を見る限 り, 必ず しも彼の立てたダイヤグラムとは一致 しない。

参考のため・以下に当該テキス ト脚注に基づく各版本 ・写本間の異読の関係をあ

げてお く11)。

C-DHKNP 26 (0-26) D-CHKNP 10 (0-10) H-CDKNP 6 (1-6) 

K-CHHNP 159 (69-123) N-CDHKP 14 (0-14) P-CDHKN 46 (18-45)

CD-HKNP 4 (2-4) CH-DKNP 2 (1-2) CN-DKHP 13 (1-13) 

CP-DHKN 4 (0-4) DH-CKNP 1 (0-1) DK-CHNP 5 (5-4)

DP-CHKN 2 (2-2) HN-CDKP 16 (14-16) KN-CDHP 2 (2-0)

KP-CDHN 37 (32-20) NP-CDHK 4 (3-3)

CDK-HNP 1 (1-1) CDN-HKP 2 (1-2) CDP-HKN 2 (1-1)

CHK-DNP 1 (1-0) CHN-DKP 8 (5-8) CHP-DKN 3 (1-2)

CKN-DHN 3 (1-2) CKP-DHN 3 (3-1) CNP-DHK 12 (2-12)

C-D-HNKP 1 (1-0-1) C-K-DHNP 2 (0-2-1) C-N-DHKP 1 (0-0-1)

C-P-DHKN 1 (0-0-1) D-H-CKNP 1 (0-1-1) D-K-CHNP 1 (1-1-1)

H-K-CDNP 1 (0-0-1) H-N-CDKP 2 (1-2-2) K-P-CDHN 5 (3-3-3)

N-P-CDHK 1 (0-0-1)

H-CD-KNP 1 (1-0-1) K-CH-DNP 1 (1-1-1) K-CN-DHP 1 (0-1-1) 

K-CP-DHN 1 (0-0-1) K-HN-CDP 1 (0-1-0) K-HP-CDN 1 (0-1-0) 

CD-HN-KP 1 (1-0-0) CP-DK-HN 1 (1-1-0)

1) The Tibetan Text of the Brahmapariprccha (Volume 1), edited by K. Goshima,
1981.

な お, 使 用 した漢 ・蔵 訳 とそ の 略 号 は 以下 の 通 り。

漢 訳 Ch 1持 心 梵 天 所 問経 (竺 法護 訳286年) Ch 2思 益 梵 天 所 問 経 (鳩 摩 羅 什 訳

 402年) Ch 3勝 思 惟 梵 天 所 問 経 (菩 提 流 支 訳518 or 536年)

蔵 訳 C: Co ne ed. (Vol. 39 No. 800) D: sDe dge ed. (Tohoku No. 160) H:

lHa sa ed. (No. 161) N: sNar than ed. (Vol. 59 No. 146) P: Peking ed.

(Otani No. 827) K: Hand-written copy of Tibetan bka' 'gyur brought by Ekai 
 Kawaguchi (Vol. 74-5 No. 165, now kept at Toyobunko) 

2) The Tog Palace Manuscript of the Tibetan Kanjur, (Vol. 69-5), Leh, 1980.
3) 口頭発表では 「チベット訳 (写本 ・版本) の一部 と漢訳 (三種またはその一部) と

 が一致する場合」として第一巻 (bam po dah po) の15例 を挙げたが, 本論文では紙

 幅 の関係で10例 に限定せざるを得なからた。なお, P24 a2等 とあるのは, 引用箇所

 が北京版 (phu) の第24葉 表2行 目に相当することを示す。また, ※ 印はそれ が偶頗

 部 分であることを示す。

4) H. Eimer, Some Results on Recent Kanjur Research, Sankt Augustin. 1983.
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なお, ア イ マ ー は, 筆 者 がK, Tと 表 示 す る カ ン ジ ュ ール を それ ぞれT, Rと 表 示

し てい る。

5) Idid., s. 4. 6. 

6) T.Skorupski, A Catalogue of the slog Palace Kanjur, Tokyo, 1985. 

7) Idid., p. xii. 

8) Idid., p. xviii.
9) ア イ マ ー の上 掲 論 文 は, Frank-Richard Hamm が 準 備 し てい た Pravrajyavsatu の

 チ ベ ッ ト訳 校 訂 テ キ ス トを継 承 出版 (Rab tu 'byun ba'i gzi, Wiesbaden, 1983. 筆 者

 未 見) す る際 に, カ ン ジ ュ ール の 五 つ の 写本 と七 つ の 版本 を使 用 した こ とに端 を発 し

 て い る。 一 方, ス コル プ ス キ ー は, ア イ マ ーの 論 文 に依 拠 し な が ら, Thに 関 す る

 Jaya Papdita の 記 述 (Collected Works of Jaya Panddita Blo-bzan 'phrin-las. Vol.

 4. Reproduced by Lokesh Chandra from the Collection of Professor Raghuvira.

 New Delhi, 1981.) を もと にTと の構 成 上 の異 同 を論 じて い る。

10) Thの コ ピ ー と され る写 本 と し て は, Kの ほか に, 1770年 代, も し くは 第 五 世 ダ ラ

 イ ラ マ治 世 時 (1671年 頃) に モ ン ゴ ル に贈 られ た 写 本 が あ るが ＊, 西 方 の 学 者 に は 公

 開 され て い な い。 した が ってKに 頼 らざ る を得 な い が, Kに は誤 写 や 脱 落 が 多 く, 単

 独 で は用 を な さな い の で, む しろTを 中心 にKで 補 正 した もの を底 本 と し, それ をP

 等 の版 本 と校合 す るの が よい で あ ろ う。

 Eimer s. 4. 6, Skorupski p. xviii. cf. A hand-list of the Ulan Bator Manu-

script of the Kanjur rGyal-rtse Them-spans-ma, by Geza Bethlenfalvy. Akademiai

Kiado, Budapest, 1982.

11) テキス ト校訂の段階ではTは 使用 していなかったので, 表 には入れられなかったが, 

単純な誤写 ・脱落以外は殆どKとTは 一致する。表の見方であるが, 例 えばK-CDH

NP 159 (69-123) とあれば, Kと それ以外の版本 とで対立する読 みが159例 あ り,

その うち文法上, 文脈上, また漢訳や後世の論書引用箇所に見 られるサンスクリット

から判断して, 筆者が正しいと判断したものが, それぞれ69例, 123例 あったことを

示している。勿論両者とも正しい場合弔あるので, ( ) 内の合計が総数を越え る場

合が多い。 このような数値化は, 筆者の主観によっているために, 絶対的なものでは

ないが, 一 つの目安にはなるであろう。イタリック部分に注目すると, KとPが 他 と

比べて大きく異なっていることがわかる。

(京都大学大学院修了)
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